
田万川地域の公共交通の課題と将来像（案）
について

平成31年2月

資料２

田万川地域意見交換会



目次

１.アンケート調査結果の概要
・萩市全体
・田万川地域

２.田万川地域の公共交通利用実態調査結果の概要
・JR山陰本線
・路線バス（防長交通、石見交通）
・ぐるっとバス

３.高齢者生活支援バスについて

４.田万川地域の公共交通の課題と将来像（案）について

1



萩

60%
旭

6%

川上

3%

福栄

7%

むつみ

6%

須佐

9%

田万川

8%

不明

1%【地域別】

n=1,705

１.アンケート調査結果の概要 （萩市全体）
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 市内に居住する65歳以上の方を対象にアンケート調査を実施しました。
 無作為に抽出した2,000名の内、1,705名の方から回答が得られました。（回答率85%）
 田万川地域は、無作為に抽出した184名のうち、143名の方から回答が得られました。（回答率78％）
 居住地域・性別・年齢・家族構成などの回答者の属性は、以下のとおりです。

出典：住民アンケート結果(65歳以上) （平成30年）
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１.アンケート調査結果の概要 （萩市全体）
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 自動車運転免許保有者の近い将来の運転への不安は、「不安を感じる」が2割、「やや不安を感じる」が3割
であり、半数の方が近い将来の運転への不安を抱えています。

 自動車の運転が不安になった場合、路線バス等の公共交通の利用意向は、「利用する」が8割を占めていま
す。

出典：住民アンケート結果 （平成30年）

近い将来の運転への不安（自動車運転免許保有者）

自動車の運転が不安になった場合、路線バス等の公共交通の利用意向
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１.アンケート調査結果の概要 （田万川地域）

4出典：住民アンケート結果(65歳以上) （平成30年）

買物でよく利用する地域（お店）

通院でよく利用する地域（病院）

買い物での交通手段

通院での交通手段

 田万川地域の高齢者の買物や通院は、田万川地域内や須佐地域、益田市への移動が多くみられます。
 交通手段は、「自家用車(自分で運転)」が7割、「自家用車(家族が運転)」が1割弱であり、公共交通（路線
バス・鉄道・ぐるっとバス）の利用は1割にも満たない状況です。
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 運行ダイヤ・ルートに関する不満点については、「運行本数が少ない」が6割、「乗りたい時間に便がな
い」が4割でした。

 車両や乗り場に関する不満点については、「特にない」が5割、「乗り場に屋根やベンチがない」が3割、
「乗り場が遠い」が3割でした。

 今後の公共交通の見直しについては、「バスを小型化する」が3割、「自宅、病院やスーパーの近くにバス
乗り場を設置する」が3割弱、「料金を安くする」が2割でした。

公共交通の運行ダイヤ・ルートに関する不満点 公共交通の車両や乗り場に関する不満点

出典：住民アンケート結果（平成30年）今後の公共交通の見直しについて
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【民生委員アンケート調査結果】
 民生委員173名 回答者数145名（田万川地域民生委員回答者数12名）
 地域内での移動に関する助け合い（買物や通院支援等）は、「助け合いがある」が7割、「助け合いがな
い」が3割であり、他地域と比較して助け合いの割合が非常に高くなっています。

 公共交通の問題点としては、「バス停(乗り場)や駅が遠い」が7割弱、「運行ダイヤが利用しにくい」が5割、
「バス・列車の車両やバス停・駅が使いにくい」が4割でした。

 田万川地域は、住居が路線バスの通る県道17号線や14号線沿いから離れおり、バス停(乗り場)が遠いことが
大きな問題になっていると考えられます。

出典：民生委員アンケート結果（平成30年）
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【高校生アンケート調査結果】
 高校生986名 回答者数888名 （田万川地域高校生回答者数43名）
 高校生の通学先は、益田方面へ9割、萩方面へ1割の学生が通学しています。
 通学手段は、「鉄道」と「自転車」が6割、「家族の送迎」が5割を占めています。益田方面に鉄道で通学
しており、鉄道の維持・確保が重要となります。

 公共交通に関する不満点については、「運行本数が少ない」が6割、「乗りたい時間に便がない」が4割と
なっています。

出典：高校生アンケート結果（平成30年）
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２.田万川地域の公共交通利用実態調査結果の概要（JR山陰本線）
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 JR江崎駅は、年間約1.5万人の利用があります。平日1日あたりの乗降者数は140人でしたが、調査実施日に
中学生の団体利用があったため、普段は100人以下だと推計されます。

 主な利用目的は、学生の通学利用となっています。

JR江崎駅時刻表
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２.田万川地域の公共交通利用実態調査結果の概要（路線バス）

防⾧交通路線図 石見交通路線図

田万川地域田万川地域

田万川
地域
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２.田万川地域の公共交通利用実態調査結果の概要（路線バス）
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 萩市全域の路線バスの平日1日あたりの利用者数、1便あたりの利用者数を整理しました。
 田万川地域を運行する路線バスは、防⾧交通の「須佐・田万川循環線」及び石見交通の「小浜江崎線」「二

条線」があります。
 防⾧交通の「須佐・田万川循環線」は、1便当たりの利用者数が 2人となっており、他の路線と比較して利
用者数が少なくなっています。

 石見交通の「小浜江崎線」は13人/便と利用者数が多く、「二条線」も6人/便と一定の利用が見られます。

出典：路線バス乗り込み調査(H30)
平日1日あたり利用者数及び1便あたり利用者数

1日あたり利用者数

1便あたり利用者数
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部
～
東
萩
駅
前

秋
芳
洞
～
東
萩
駅
前

萩
商
工
高
校
前
～
奈
古
駅
前

萩
BC
～
堀
越
（
大
井
経
由
）

萩
BC
～
堀
越
（
押
原
経
由
）

萩
BC
～
阿
武
川
温
泉
・
惣
良
台

萩
BC
～
若
宮
神
社
前

萩
BC
～
吉
部

(各
停

)

吉
部
～
湯
田
温
泉

吉
部
～
御
舟
子

須
佐
・
田
万
川
循
環

【
中
国

JR
バ
ス
】
防
⾧
線

【
石
見
交
通
】
小
浜
江
崎
線

【
石
見
交
通
】
二
条
線

(円)

その他市町村補助 萩市補助 国県補助 運賃収入
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 萩市全域の路線バスの運賃収入及び国、県、萩市、その他自治体による補助金額を整理しました。
 利用の低迷しているバス路線もあり、萩市の財政負担は増加傾向にあります。

出典：萩市資料運賃収入・補助金額（欠損額）



【防⾧交通 須佐・田万川循環線】
 須佐・田万川循環線は、1日あたり12便運行しているものの、利用が低迷しています。（24人/日、2人/便）
 時計回りルート、反時計回りルートなど様々なルートがあり、運行ルートが利用者にとって分かりづらいも

のになっています。
 利用の低迷する須佐・田万川循環線に関しては、深刻な運転士不足も相まって、将来的に路線を維持するこ
とが困難になる可能性があり、今後、代替交通手段への見直しも視野に入れていく必要があります。

２.田万川地域の公共交通利用実態調査結果の概要（路線バス）

12

■須佐田万川循環線（時計回り）

■須佐田万川循環線（反時計回り）
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萩
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岩
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落
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通
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無回答

70歳～

60～69歳

23～59歳

18～22歳

～17歳

乗車

降車

出典：路線バス乗込み調査（H30）

田万川

江崎駅での乗降が多い

田万川
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【石見交通 小浜江崎線】
 小浜江崎線は、1日あたり12便運行しており、うち6便は江崎港止まりとなっています。
 須佐地区や江崎地区から乗車して、ゆめタウン、イオン、日赤病院等で下車する高齢者の利用が多く、須佐
地域及び田万川地域の高齢者の買い物や通院等の移動手段として重要な役割を担っています。

■須佐駅前→益田医光寺
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市
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光
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数
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数

須佐地区や江崎地区から乗車、ゆめタウン、イオン、日赤病院等の利用（高齢者）

無回答

70歳～

60～69歳

23～59歳

18～22歳

～17歳

乗車

降車

■益田医光寺→須佐駅前

-35
-30
-25
-20
-15
-10
-5
0
5
10
15
20
25
30
35

益
田
医
光
寺

益
田
堀
川
橋

益
田
上
市

折
戸
益
田
本
町

益
田
下
市

幸
町
石
見
交
通
本
社

グ
ラ
ン
ト
ワ
前

市
立
図
書
館
前

市
役
所
前

益
田
駅

労
働
会
館
前

あ
け
ぼ
の
西
町

あ
け
ぼ
の
本
町

日
赤
病
院

イ
オ
ン
前

新
大
橋

吉
田
小
学
校
前

中
吉
田
口

船
入
木
工
団
地
前

ゆ
め
タ
ウ
ン
前

緑
ヶ
丘
卸
団
地

蟠
竜
湖
入
口

持
石
上

持
石
海
岸

長
島
観
音
岩

ふ
れ
あ
い
広
場

喜
阿
弥

植
松
小
浜
駅
口

宮
田
小
浜
西
小
浜

二
見
飯
浦
市
味
道
の
駅
た
ま
が
わ

田
万
川
温
泉

須
潟
萩
阿
武
商
工
会
前

江
崎
本
町

尾
浦
入
口

江
崎
港

漁
港
橋

尾
浦
入
口

江
津
帆
柱
三
原
北
谷
須
佐
駅
前

通
過
人
数
・
乗
降
者
数

出典：路線バス乗込み調査（H30）

田万川

田万川
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■江崎港→益田医光寺
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無回答

70歳～

60～69歳

23～59歳

18～22歳

～17歳

乗車

降車

■益田医光寺→江崎港（田万川温泉経由）
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無回答
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60～69歳

23～59歳

18～22歳

～17歳

乗車

降車

【石見交通 小浜江崎線】

田万川

江崎地区から乗車、ゆめタウン、イオン、日赤病院等の利用（高齢者）

田万川
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■小島→益田医光寺

■小島→医師会病院
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無回答

70歳～

60～69歳

23～59歳

18～22歳

～17歳

乗車

降車

-5

0

5

10

15

20

小
島
畠
田
保
田
堺市
上
桂
ヶ
平
口

二
条
横
尾
猟
師
ヶ
峠

中
の
口

美
濃
地

天
神
下

城
九
郎

福
永
橋

川
登
上

川
登
別
道

三
門
川
登
下

長
田
橋

中
垣
内
出
口

白
上
中
西
小
前

白
上
コ
ミ
ュ
ニ

…

西
呑
妙
雲
寺
前

松
原
松
原
下

登
郷
市
原
五
反
田

内
田
庄
の
田

廿
子
円
通
和

人
丸
下

高
津
須
子
総
合
福
祉
セ
ン

…

労
働
会
館
前

益
田
駅

あ
け
ぼ
の
西
町

あ
け
ぼ
の
本
町

日
赤
病
院

イ
オ
ン
前

今
市
雪
舟
記
念
館
入
口

下
本
郷

吉
ヶ
溢

新
双
葉

医
師
会
病
院

通
過
人
数
・
乗
降
者
数

無回答
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23～59歳

18～22歳

～17歳

乗車

降車

小島から乗車、益田市内へ（学生）

小島から乗車、益田市内へ（学生）

【石見交通 二条線】
 二条線は、1日あたり12便運行しています。
 小島バス停から乗車して益田市内へ通学する学生の利用があり、それ以外は益田市内での利用となっていま

す。

田万川

田万川
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■医師会病院→小島

■益田医光寺→小島
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～17歳
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降車

益田市内から小島へ帰宅（学生）

【石見交通 二条線】

田万川

田万川
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田万川地域のぐるっとバスのチラシ（H30年）

 萩市は、交通空白地域における住民の地域内移動手段の確保を目的として、「ぐるっとバス」を各地域で運
行しています。

 田万川地域のぐるっとバスは、電話予約で自宅から目的施設（診療所、買い物施設、益田方面への乗継便と
して道の駅や江崎駅）までを結ぶデマンド運行です。

 江崎地区と小川地区で地区毎に運行曜日、時間帯が異なります。
 10人乗りワゴン車のため、県道沿いを通る路線バスよりも、より細かい道路まで入って自宅近くまで迎えに

行きます。

曜日 地区 停留場所 行き時間 帰り時間

月曜 小川 ・須佐診療センター
・田万川歯科診療所

①午前便 9:00
②午後便 13:30-14:30

帰りの時間は、乗
車当日、江崎タク
シーの運転手の方
と相談の上、調整
をします

火曜
江崎 ・田万川診療所

・田万川歯科診療所
①午前便 9:00

小川 ②午後便 13:30-14:30

水曜 小川
・益田方面への乗継便

①道の駅 ②江崎駅
・キヌヤ、山口銀行、江崎郵便局

7:30-8:00

木曜
小川

・田万川診療所
①午前便 9:00

江崎 ②午後便 13:30-14:30

金曜 江崎 ・須佐診療センター
・田万川歯科診療所

①午前便 9:00
②午後便 13:30-14:30



地域 地区 運行形態 運行方面 運行日 運行回数 Ｈ30実績 Ｈ29実績 Ｈ28実績 Ｈ27実績

押谷・まてかた・中畑方面 週3日 6便 1.2 1.0 1.0 1.5

高山・北谷・野頭方面 週3日 6便 1.5 1.4 1.4 1.4

帆柱・堀田・青葉台方面 週3日 6便 2.0 2.2 2.2 1.9

弥富1区～6区 週5日 2便 1.6 1.5 1.6 1.7

弥富7区～13区 週5日 2便 2.2 2.3 2.5 2.0

小川 週4日 2便 2.3 2.4 2.1 2.4

地域 地区 運行形態 運行方面 運行日 運行回数 Ｈ30実績 Ｈ29実績 Ｈ28実績 Ｈ27実績

上田万 週3日 2便 0.0 2.0 1.7 1.8

下田万 週3日 2便 2.5 1.6 2.1 2.3

江崎 週3日 2便 1.1 1.3 2.1 2.1

上小川 週4日 1-2便 1.4 1.3 1.4 1.3

中小川 週4日 1-2便 1.6 1.8 1.5 1.3

下小川 週4日 1-2便 2.2 2.4 2.1 3.1

江崎

小川

デマンド

デマンド

田万川

須佐

須佐 デマンド

弥富 デマンド

２.田万川地域の公共交通利用実態調査結果の概要（ぐるっとバス）
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 須佐地域と田万川地域で3台のぐるっとバスを運行しています。
 小川地区のぐるっとバスと弥富地区のぐるっとバスは、運行区域が重複しています。
 田万川地域では江崎タクシーが平成31年3月に廃業されるため、ぐるっとバスの運行形態を見直します。

18

ぐるっとバスの運行状況と利用状況

平成30年度の須佐地区のぐるっとバスの利用者推移

変更後運行形態の変更前

※H30実績：H30年4月～H31年1月の運行記録



３.高齢者生活支援バスについて
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住民主体による高齢者生活支援サービス

 田万川地域では、住民主体による高齢者生活支援サービスとして、以下のサービスが実施されています。
 サロン活動での公共交通の利用や、住民主体の移動手段の推進により、持続可能な移動手段を確保すること

が必要です。

地 域 地 区 訪問型サービス（家事援助等） 通所型サービス（サロン活動等） 車 両

田
万
川

江

崎

名 称：たまらぼ
実施団体：NPO法人田万川地域サ
ポート21
活動内容：受診介助・送迎、買物支
援・代行等
実施回数：随時

名 称：たま結び
実施団体：NPO法人田万川地域サ
ポート21
活動内容：交流サロン
実施回数：月・水・金

名 称：おとなの部活
実施団体：江崎ささえ隊
活動内容：外出支援、サロン等
実施回数：月１回

トヨタハイエース
平成28年12月15日購入

小

川

名 称：ふれあい訪問
実施団体：小川ささえ隊
活動内容：安否確認、室内清掃等
実施回数：随時

名 称：みのりの広場
実施団体：小川ささえ隊
活動内容：サロン活動、出張美容室
等
実施回数：月２回

〃



４.田万川地域の公共交通の課題と将来像（案）について

【①田万川地域・須佐地域一体となった総合的な交通体系の構築】
 田万川地域及び須佐地域では、買物や通院などの生活圏が重なっている部分が多く、利用の低迷する防⾧

交通の須佐・田万川循環線に関しては、深刻な運転士不足により、将来的に路線を維持することが困難に
なる可能性もあり、また、タクシー事業者の休廃業への対応など、公共交通に関する課題も両地域に跨っ
たものとなっています。そうしたことから、田万川・須佐地域一体となった総合的な交通体系とすること
で、住民の日常生活を支える生活交通網を構築します。

【②幹線と支線の役割分担の明確化や交通結節機能の強化等による効果的な運行体系の構築】
 ＪＲ山陰本線や石見交通は、萩地域や益田市への広域的な幹線として、江崎駅、道の駅たまがわ、小島バ

ス停などの交通結節点で地域内移動を担う支線と接続します。高齢者や高校生などの移動実態と公共交通
への要望等を踏まえ、広域幹線とぐるっとバスなどの支線の役割分担の明確化を図り、交通結節機能の強
化等（乗継環境や待合環境の整備など）により、また、広域幹線や支線の運行形態も含めて、住民ニーズ
に応じたより効果的な運行体系を構築します。

【③様々な交通体系の組み合わせによる住民移動手段の確保】
 交通事業者による広域幹線交通やぐるっとバス、自家用有償旅客運送、さらに住民の支え合いによる交通

などの地域コミュニティ交通等の様々な交通体系を効果的に組み合わせることにより、交通事業者・行
政・住民の協働による新たな公共交通網を形成し、暮らしを支える利用しやすい、持続可能な移動手段を
確保します。

【④利用しやすい公共交通と利用促進】
 高齢化が進展する中で、利用者に分かりやすく乗りやすい公共交通体系を構築するとともに、とりわけ周

辺部における路線バス利用に係る運賃が割高であることから、福祉施策とも連携し、公共交通利用者の負
担軽減策や全ての公共交通について、持続可能な移動手段を確保するため、利用者負担のあり方を検討し
ます。
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